
























































































以下では, まず設定Ａ, Ｂ, Ｃの場合と異なり, 額縁Ｄによって『デカ
メロン』の全体像がまとめられていると言う事実に基づいて, 額縁Ｄの全
体性と反復性がもたらした形式上および内容上の効果を次の第二章で論じ
る。続く第三章では, 設定Ａ, Ｂ, Ｃと額縁Ｄに共通していた特性の一つ



















































ロン』以前の作品中で, 設定Ａ, Ｂ, Ｃを用いて, 登場人物に語らせたこ
とは, その大半が一種のノヴェッラもしくはその粗筋だと見なして良いも
























































































第八日 女性が男性に, または男性が女性に, または男性同士で仕掛けた
悪戯の話
第九日 自由に好きなことを話す






















































































































































































































































































































































































Ｉ－１（修道士), Ｉ－２（ローマ教皇庁), Ｉ－４（修道院), Ｉ－６
（異端審問官), Ｉ－７（修道院長), Ⅱ－５ (司祭), Ⅲ－１（女子修道
院), Ⅲ－３（修道士), Ⅲ－４（修道士), Ⅲ－８（修道院長), Ⅲ－10
（修道士), Ⅳ－２（修道士), Ⅵ－３（司教), Ⅵ－10（修道士と聖遺物),



















Ｉ－４◎, Ｉ－５＊☆, Ｉ－９（凌辱), Ⅱ－２, Ⅱ－３, Ⅱ－７, Ⅱ－
８（女性からの誘惑)＊☆, Ⅱ－10＊, Ⅲ－１◎, Ⅲ－２（女性は自覚せ
ず)＊, Ⅲ－３＊, Ⅲ－４◎＊, Ⅲ－５＊, Ⅲ－６＊, Ⅲ－７＊, Ⅲ－８
◎＊, Ⅲ－９, Ⅲ－10 ◎, Ⅳ－１, Ⅳ－２＊, Ⅳ－３＊, Ⅳ－９＊, Ⅳ
－10＊, Ｖ－４, Ｖ－６, Ｖ－７, Ｖ－10＊, Ⅵ－７＊, Ⅶ－１＊, Ⅶ－
２＊, Ⅶ－３◎＊, Ⅶ－５＊, Ⅶ－６＊☆, Ⅶ－７＊, Ⅶ－８＊☆, Ⅶ－
９＊, Ⅷ－１＊, Ⅷ－２◎＊, Ⅷ－４◎, Ⅷ－８＊, Ⅷ－10, Ⅸ－２◎,





















































フィレンツェ：Ｉ－６, Ⅲ－３, Ⅲ－４, Ⅳ－７, Ｖ－９, Ⅵ－２, Ⅵ－
３, Ⅵ－４, Ⅵ－６, Ⅵ－９, Ⅶ－６, Ⅶ－８, Ⅷ－３, Ⅷ－５, Ⅷ－６,
Ⅷ－７, Ⅷ－９, Ⅸ－３, Ⅸ－５, Ⅸ－８
フィレンツェの領域部：Ⅲ－１, Ⅵ－１, Ⅵ－５, Ⅵ－８, Ⅵ－10, Ⅶ－
１, Ⅷ－２, Ⅷ－４, Ⅸ－６, Ⅸ－７
トスカーナ州（10）
シエナ：Ⅶ－３, Ⅶ－10, Ⅷ－８, シエナ領域部：Ｘ－２
ピストイア：Ⅲ－５, Ⅸ－１, アレッツォ：Ⅶ－４, プラート：Ⅵ－７,
ルニジアーナ地方：Ｉ－４, トスカーナ地方：Ⅲ－８
エミリア・ロマーニャ州（５）
ボローニャ：Ｉ－10, Ｘ－４, ラヴェンナ：Ｖ－８, リミニ：Ⅶ－５, ロ
マーニャ地方：Ｖ－４
カンパーニャ州（６）





ミラノ：Ⅷ－１, パヴィーア：Ⅲ－２, ブレッシャ：Ⅳ－６, ロンバルデ
ィーア地方：Ⅸ－２
シチリア州（４）











スペイン：Ｘ－１, アルゴス：Ⅶ－９, キプロス島：Ｉ－９, バビロニア
（この時代にはエジプトのカイロのこと)1)：Ｉ－３, カッタイ地方（中
国)2)：Ｘ－３

















































































12世紀（７)：Ｉ－３, Ｉ－５, Ｉ－９, Ⅱ－３, Ⅳ－４, Ｖ－７, Ｘ－
９
13世紀後半（９)：Ⅱ－６, Ｖ－４（｢大して時間は経っていないが」とあ
るが, この時代の実在の人物が登場), Ｖ－５（1241年より13年後), Ⅵ－
８, Ⅵ－９, Ⅸ－４（｢まだそれほどの年数は経っていないが」とあるが,
二人のチェッコが活躍しているから), Ⅸ－８, Ｘ－６, Ｘ－７




14世紀前半（13)：Ⅱ－１, Ⅲ－５, Ⅲ－６, Ⅳ－６, Ⅳ－10（併せて
「近年｣), Ｖ－10（併せて「まだあまり時間が経っていない｣), Ⅵ－１
（同前), Ⅵ－３, Ⅵ－４, Ⅵ－５, Ⅵ－10, Ⅷ－４, Ⅷ－５
近年（ヒントによってわかるもの）(５)：Ｉ－６, Ⅷ－２, Ⅷ－９, Ⅸ－
７（同時代人のこと), Ⅸ－10（｢昨年」と明記）
近年 (poco tempo faに類した表現があるもの)：(16）Ｉ－10, Ⅲ－１,
Ⅲ－３, Ⅳ－７, Ｖ－２, Ｖ－３, Ⅵ－６, Ⅵ－７, Ⅶ－２, Ⅷ－３, Ⅷ
－６, Ⅷ－７, Ⅷ－10, Ⅸ－３, Ⅸ－５, Ⅸ－６
時代が把握し難いもの（小計37）
「昔」に類した記述（３)：｢昔, 昔 (buon tempo passato)｣：Ⅱ－７,「古
人の話では｣：Ⅳ－８,「キプロスの古い歴史によると｣：Ｖ－１
「かつて」と記されたもの（他に明確なヒントのあるものは除く）(12)：
Ⅱ－４, Ⅲ－10, Ⅳ－９, Ｖ－９（同時代人のニュース・ソースを記す),
Ⅶ－１, Ⅶ－３, Ⅶ－４, Ⅷ－１, Ⅸ－１, Ｘ－３, Ｘ－５, Ｘ－10
時代もヒントもなし（５)：Ｉ－４, Ⅲ－８, Ⅳ－５, Ⅶ－５, Ⅸ－２
多少のヒントはあっても時代が確定できないもの（17)：Ｉ－２, Ⅱ－９,
Ⅱ－10, Ⅲ－４, Ⅲ－７, Ⅲ－９, Ⅳ－１, Ⅳ－２, Ⅳ－３, Ｖ－８, Ⅶ






































































































八日のみならず, 好きな題材を語る第九日でも, 第一, 第三, 第四, 第五,
第六, 第八, 第十話は悪戯を扱っているので,『デカメロン』のこの三日
間には悪戯のノヴェッラが集中していると言っても過言ではない。パドア

















集』第34号, 大阪, 2006年６月所収), 第四章参照。
本論文でも, 前論文と同様『デカメロン』の原文はヴィットーレ・ブラン
カ博士の監修によるモンダドーリ社刊行のボッカッチョ全集第４巻
(Giovanni Bocaccio, DECAMERONE, Milano, 1976) を用い, 邦訳は柏熊達生


















ていることを, 二文を対照することによって示した。Vittore Branca, Un
modello medievale per l’Introduzione, in “BOCACCIO MEDIEVALE”, Firenze,
























































13）J. H. Potter, Five Frames for the Decameron, Communication and the Social






集団の姿である, と説いている。G. B. Squarotti, LA《CORNICE》DEL
《DECAMERONE》O IL MITO DI ROBINSON, in ”IL POTERE DELLA


































2）Giorgio Padoan, MONDO ARISTOCRATICO E MONDO COMUNALE NELL’
IDEOLOGIA E NELL’ ARTE DI GIOVANNI BOCCACCIO, in ”IL BOCCACCIO
額縁は『デカメロン』の完成にいかに寄与したか
― ―39








って, 今後パンピネア, フィアンメッタ, フィロメーナ, エミリア, ラウレ































舞台にした作品は, ナポリのⅡ－５, Ⅲ－６, Ⅶ－２（語り手フィロストラ





































4）本論文の第一章注 2）に挙げた BOCACCIO MEDIEVALEに収められた,
’V. L’EPOPEA DEI MERCANTI’ でその理由が詳しく論じられている。
5）大阪外国語大学口承文芸研究会『世界口承文芸研究』第７号, 大阪, 1986
年所収の拙稿, ノヴェッラの証言 三大ノヴェッラ集より見た中世フィレ
ンツェの特殊性 （その３), 第三章第二節 三大ノヴェッラにおける南
北移動と東西移動, 特に603ページの表参照。その表によると,『デカメロン』
では南北移動が12, 東西移動が14, 両者の混合が１, 計27であるのに対し,
ジョヴァンニ・フィオレンティーノの『ペコローネ』では南北移動が17, 東
西移動が５, 両者の混合が１, 計23, サッケッティの『三百話』では南北移


























































































Ｎ（貴族）のみ：Ｉ－５, Ｉ－９, Ⅱ－３, Ⅱ－６, Ⅱ－８, Ⅲ－６, Ⅳ－
４, Ⅳ－９, Ｖ－１, Ｖ－４, Ｖ－６, Ｖ－７, Ｖ－８, Ｖ－９, Ⅵ－１,
Ⅵ－７, Ⅵ－８, Ⅵ－９, Ⅶ－７, Ⅷ－７, Ⅸ－１, Ⅸ－４, Ｘ－１, Ｘ－
３, Ｘ－４, Ｘ－６, Ｘ－８, Ｘ－９（小計28話）
Ｐ（民衆のみ)：Ⅱ－２, Ⅱ－４, Ⅱ－５, Ⅳ－５, Ⅳ－７, Ⅳ－８, Ⅵ－
６, Ⅶ－１, Ⅶ－４, Ⅶ－５, Ⅶ－10, Ⅷ－１, Ⅷ－３, Ⅷ－８, Ⅷ－９,
Ⅷ－10, Ⅸ－３, Ⅸ－５, Ⅸ－７（小計19話）
Ｒ（聖職者のみ）Ｉ－４, Ⅸ－２（小計２話）
Ｎ＋Ｐ：Ｉ－３, Ｉ－８, Ｉ－10, Ⅱ－１, Ⅱ－７, Ⅱ－９, Ⅱ－10, Ⅲ－
２, Ⅲ－５, Ⅲ－７, Ⅲ－９, Ⅳ－１, Ⅳ－３, Ⅳ－６, Ⅳ－10, Ⅴ－２,
Ｖ－３, Ｖ－５, Ｖ－10, Ⅵ－２, Ⅵ－４, Ⅵ－５, Ⅶ－２, Ⅶ－６, Ⅶ－
８, Ⅶ－９, Ⅷ－５, Ⅸ－６, Ⅸ－８, Ⅸ－９, Ｘ－５, Ｘ－７, Ｘ－10
（小計33話）
Ｐ＋Ｒ：Ｉ－１, Ｉ－２, Ｉ－６, Ⅲ－１, Ⅲ－４, Ⅲ－８, Ⅲ－10, Ⅶ－
３, Ⅷ－２, Ⅷ－６, Ⅸ－10（小計11話）
Ｒ＋Ｎ：Ⅵ－３, Ⅷ－４, Ｘ－２（小計３話）





























22）DIZIONARIO ENCICLOPEDICO UNIVERSALE (Casa Editrice Le Lettere,














イトルの論文, II. SULLA GENESI E LA PUBBLICAZIONE DEL《DECA-
MERON》の115ページ。
27）’IL senso del teatro nei secoli senza teatro’ in AA. VV., Concetto, storia, miti e










How the (frame) Helped Boccaccio
to Complete the 	

Yoshiaki YONEYAMA
Chapter I In the former paper, I argued that the Cornice used in the
Decameron brought about ‘orality’ in the prose of the Decameron, and the qua-
lity contributed much to the growth of Italian prose of this time. But the
Cornice had other precious qualities, such as ‘totality’, ‘repetitiveness’,
‘dependence on others’ mouths’, ‘plurality’ etc. I will assume some favorable
effects brought about by such qualities
Chapter II We can easily imagine how Boccaccio rejoiced when the idea of
the Cornice occurred to his mind. The ‘totality’ and the ‘repetitiveness’ of the
Cornice could control his too productive imagination through the setting of the
themes of ten days.
Chapter III The ‘dependence on others’ mouths’ brought about important ef-
fects, such as the concentration and the enforcement of the imagination by bor-
rowing others’ sight and brain. The effects appear very clearly, especially
when Boccaccio makes Dioneo tell erotic tales and Fiammetta tell romantic
love stories. Another important effect is the shift of responsibility. Boccaccio
exposed the corruption of the clergy through the camouflage of the Cornice.
Chapter IV ‘Plurality’ also brought about two main effects, helping Boccaccio
to keep his mental horizon wide and to make his novellas dramatic. The
marvellous width of the stage in his novellas shows the breadth of his mental
horizon. For G. Padoan, the dramatic quality of the novellas of the Decameron
in an age when there were no theaters in Europe is an important issue. But
thinking about the Cornice, which closely resembles a drama, it is no wonder
that Boccaccio could write such dramatic novellas.
